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研究成果の概要（和文）：「アワ船」とは、明治期から昭和期にかけて、徳島県南部から九州北部、五島列島へと漁業
移住した船団および漁民のことを指して言う。「アワ船」による漁業移住は、日本を代表した遠洋漁業である以西底曳
き網漁業の成立に大きく寄与した。この漁業移住について、現地調査および文献調査等にもとづき、民俗誌として記述
した。
また、本研究において得られた調査データにもとづき、漁業移住について、漁民の移住地と出身地との相互関係を指標
とした類型を提示した。

研究成果の概要（英文）："Awa-Sen"is a group of ships and fishermen who migrated from South Tokushima to No
rth Kyushu and Goto Islands for fishery,since Meiji era to Showa era. Fishery migration of "Awa-Sen"greatl
y contributed to establishment of the Isei-Pair Trawl Fishery that was pelagic fishing on behalf Japan. I 
described in ethnography of this fishery migration,based on field research and literature research.
In addition,I showed a type for an index in mutual relations with the migration place and the hometown of 
fishermen,based on survey data in this study. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
人の移動、物質的移動等の事象を、より具

体的に捉えようとする試みは、民俗学等にお
いても、近年になって若干見られるようにな
った。自治体史（誌）や調査報告書等におい
ても、移住やそれに伴う伝播した事業が報告
されるほか、実証研究にもとづいた理論の構
築を試みた研究も提出されてきた。たとえば、
野地恒有『移住漁民の民俗学的研究』（吉川
弘文館，2001）では、漁民による出漁地側と
移住地側の関係を双方向的に捉え、民俗学に
おける技術伝播の研究に大きな示唆を与え
た。また、小島孝夫編『海の民俗文化―漁撈
習俗の伝播に関する実証的研究―』（明石書
店，2005）においては、5 人の研究者が個別
のフィールドにおいて漁業や海村文化を対
象とし、文化もしくは技術の伝播を検討する
スタイルをとっている。結果的に多様な伝播
の形態を抽出し、その上で伝播の概念設定と
分析概念としての再定義を図っている。 
また、移住そのものを生業研究の中で概念

化する動きもある。松田睦彦「瀬戸内島嶼部
の生業におけるタビの位置―愛媛県越智諸
島の事例から―」などがそれである。移住を
それ単独で成立するものではなく、「タビ」
概念にもとづき、当事者の一連の生業活動の
中に位置づけることができるものである。 
 研究を開始した 2010 年当時のこうした背
景から、漁民移住研究においては、さらに個
別事例研究を積み上げていく一方で、共通の
分析概念をもって検討を始める段階に入っ
たといえる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、漁業移住をもたらす生業構造や

文化伝播の実態について明らかにするもの
である。さらに、「アワ船」の事例の実証的
研究を軸とし、漁業移住の類型化を目指した
研究である。 
 主な研究対象として、明治期から昭和期に
おいて、徳島県南部から九州地方へ出漁して
きた「アワ船」と呼ばれた漁民集団に着目す
る。徳島県阿南市椿泊および同県美波町出身
の延縄および底曳き網漁民集団である。近代
漁法に依って九州地方から東シナ海へと出
漁し、集住した経緯をもち、出漁地における
文化の伝播にも関与した。 
 本研究においては、次の 3点で研究を発展
させる。第 1 に、近現代において、徳島県美
波町日和佐、由岐等という隣接する地域から、
2 艘曳き底曳き網漁業という機械化された
漁法により出漁した漁民集団に関する新資
料が獲得される点で意義がある。美波町漁民
は、底曳き網船団での出稼ぎ・移住を、北部
九州地方を母港にして繰り返してきた。自治
体史等での概説的な記述のほかに、こうした
事例に関する体系だった研究はなく、基礎的
な新資料の獲得は当該分野においても大き
な進展となる。 
 第 2 に、伝播事例の検討を行い、他事例と

の比較にもとづく理論の抽出を目指す。これ
まで、伝播や伝承を分析指標とする研究の場
合、個別事象の把握とその分析にとどまるも
のであった。本研究のような比較検討を行お
うとする研究は従来にないものであり、より
普遍的で独創的なものと考えられる。 
 第 3 に、近現代社会における伝播事例、漁
業交流事例を扱う点である。聞き取り調査等
を絡めた伝播事例の把握は、情報伝達のツー
ルや経路がより多様化、複雑化しており、明
確な把握は困難である。しかし、漁業技術お
よび漁具の伝播は専門特化したものである。
したがって、近現代における継続的な伝播事
例の調査としても意義がある。 
 そのほか、底曳き網漁業という近代漁法に
依る出漁、移住を対象として扱うことから、
近代漁法ないし現代の諸々の漁業問題に係
る民俗学の側からの実態解明と、それにもと
づく提言が可能である。一方、近現代におけ
る漁業出漁の経験者の高齢化も進んでいる。
現時点において、直接的な聞き取りが可能な
段階での調査は急務であり、この時期を逃す
と今後困難になる。以上の点からも、社会的
意義は大きい。 
 
３．研究の方法 
本研究において、新資料の獲得のためにも

っとも有効な方法は、対象者からの聞き取り
調査である。これは扱う事象の性格によるも
ので、文字記録や画像記録等を残す可能性が
低いためである。また、断片的に保存されて
いる漁具、古写真等の画像資料についても資
料とした。また、明治後期から昭和初期にお
ける新聞記事等や、漁業統計等は聞き取り調
査による個別具体的な事例を全体像の中に
位置づけることができる資料であり、資料と
して収集した。 
 なお、文献資料を活用して国内移住漁民に
関するデータベース化を図り、漁業移住に関
する類型化の基礎とした。 
 具体的には次の 5つの方法により調査を行
い、資料収集を行った。 
1）徳島県阿南市椿泊、同県美波町漁民の出
漁地における現地調査 
 以下の地域を中心として現地での聞き取
り調査、観察調査を行った。 
福岡市、長崎市、佐世保市、五島市、下関市、
佐賀県伊万里市等 
2）徳島県阿南市椿泊、同県美波町西由岐、
日和佐地区における現地調査 
調査地において聞き取り調査、観察調査及び
関連民具、石造物（記念碑）絵馬等の調査を
行った。 
3）雑誌、新聞記事、漁業史関係文書、古写
真等文献資料、漁業日誌等の調査 
上記 1）2）での聞き取り調査により直接把
握の可能な時代は、昭和初期ころまでである
ことが予想された。したがって、主として明
治期以降の水産関係雑誌、新聞等の調査、そ
の他雑誌等の調査を行い、第 3者によって記



述された漁民集団に関する資料を蓄積した。 
4）博物館・資料館等所蔵漁撈具の調査 
近代漁具については、多数の所蔵が確認でき
る。所蔵漁具についての調査を実施する。ま
た、漁具調査は適宜 1）の現地調査時にも行
い、聞き取り調査とあわせて分析に要する数
値データを蓄積した。 
5）国内を中心とする漁業移住の事例につい
ても集積し、データベース化を図り、これに
もとづき、漁業移住の類型化を検討した。 
 
４．研究成果 
「アワ船」とは、明治期から昭和期にかけ

て、徳島県南部から九州北部、五島列島へと
漁業移住した船団および漁民のことを指して
言う。「アワ船」による漁業移住は、日本を
代表した遠洋漁業である以西底曳き網漁業の
成立に大きく寄与した。この漁業移住につい
て、現地調査（フィールドワーク）および文
献調査等にもとづき、民俗誌として記述した
。また、本研究による調査により新たに獲得
した資料（文献、写真等）は、研究代表者が
所属する徳島県立博物館所蔵の民俗資料とし
て、閲覧等が可能な状態で保管している。 
研究対象とした「アワ船」と呼ばれた漁民

集団は、明治中期から大正期に至るまで、出
漁形態を変えながら、九州地方を中心に出漁
してきた。九州北部の根拠地を転々と移動し
ていたが、やがて長崎県福江島玉之浦に根拠
地を移し、さらには市場や出荷ルートが確保
できる長崎、福岡、下関等の都市部へと移っ
ていった。漁法も変化させた。その際、他地
域から九州へ出漁してきた漁船団から、多面
的な影響を受けた。また、徳島県南部の他地
域から出漁した漁民の影響も受けた。そして
、移住地においては、「以西底曳き網漁業」
という日本を代表する遠洋漁業の中核を担っ
た。漁民、漁船団が移動することは、単なる
移動ではなく、出身地、移動先にも少なから
ず影響を与えていた。当初はそうした事象か
ら生業構造、技術、文化の伝播を抽出しよう
と試みた。 
ただ、調査研究を進めていくにあたり、「

アワ船」の移動は単に生業構造、技術、文化
の伝播をもたらすだけではなく、さまざまな
局面において移動先で影響を受け、また影響
を与え、ときには軋轢を生じながらも移動や
移住を繰り返してきた。その関係は移動先と
移住者という二局対立のものだけではなく、
ときには他地域からの移住漁民をも巻き込ん
だ関係性があった。つまり、技術や文化等の
伝播とは、漁民移動の結果によりもたらされ
たものの一部の状況を言い表しているにすぎ
ず、この点に固執せず漁民移動そのものに対
する幅広い検討の必要性を感じるようになっ
た。 
漁業移住した「アワ船」の人びとが、移動

先に何をもたらし、何を残したのか、あるい
はその地域から何を享受したのか（これらは
技術や文化等の伝播を含むものであるが）、
その関係性はどのようなものだったのか。移
動先において、同様に移動してきた漁民らと
どのような関係性を保持したのか。最終的に
都市部に定住していったが、それはどういっ
た時代背景があったのか。最終的には、そう
した点に問題意識をもつようになった。 
ただ、都市部に定住してもなお、出身地と

の関係性は保持されていた。船員の雇い入れ
であったり、出身地からの寄付金の普請であ
ったり、しばらくの間、移住地と出身地との
双方向的な関係が維持されていた。 
調査地のうち、「アワ船」が移動し、移住

していった地域の中には、すでに「アワ船」
との関係が途絶え、その記憶すら薄れつつあ
る五島列島の各地から、以西底曳き網漁業者
が廃業した現在も、多くの「アワ船」関係者
が居住する長崎市、福岡市のような地域など
、地域によって大きなちがいがある。ただし
、漁業移住という点から分析するなら、移入
していく側からは何らかの目的や利益があっ
て移住してきた点では共通している。問題は
、移入してきた漁民をどのように評価し、ど
のような関係性を築き、移住へと結びつけた
かといった点である。この点で、時代ごと、
地域ごとの対応に差があった。 
では、移住地側（受け入れ側）は「アワ船

」などの底曳網船団による漁法が大きな利益
をもたらすとわかっていたものの、その技術
や漁法がその地域に伝播し、定着したかとい
うと「アワ船」の移入地の大部分においては
そうではなかった。 
受け入れ側は、たとえば次のような戦略を

取った。昭和初期から戦後直後にかけて、福
江島玉之浦を一大根拠地としていた「アワ船
」に対して、すでに大きな利益と雇用を生み
出す底曳網船団を地元に呼び込もうと、長崎
市、福岡市、伊万里市などは港湾を整備し、
招致合戦を展開した。当時の漁船団誘致の結
果として、「アワ船」は移動することになっ
た。新規に企業が入り、地域に雇用をもたら
し、利益をあげて税収を納めるという、現在
の企業招致の構造にも通じる側面がある。 
 以前研究代表者は、磯本（2012）において
、瀬戸内沿岸域の潜水器漁業の事例をあげて
機械化された近代技術の伝播が起こりうると
いう点を指摘した。しかし、この「アワ船」
の事例の場合、技術伝播は起こりうる余地が
なかった。地元で他地域の漁民が大きな利益
をあげている中で、どのような対応ができた
のか、その技術をまねて自分たちのものにで
きたのかというと、それは不可能だった。そ
の要因として、二艘曳き底曳き網漁業が許可
漁業であり、統数に制限がかけられていた点



が一つにはあげられる。そして、もう一点は
、大規模な資本を必要とする漁業であった点
である。2隻1組で25人ほどが乗り組み70～90
トンクラス（最終的には150トン級）の漁船で
大型の網を使い、一度に大量の漁獲物を売り
さばき、出荷する。昭和初期の二艘曳き底曳
網へと変わっていく過程において、すでにこ
うした資本が保有する技術は、一地域の数少
ない漁民の力ではとうてい模倣できないもの
になっていたのである。そこで、移住者を受
け入れた側が取った戦略が先の招致だった。 
 こうした前提に立った上で、大規模資本の
一角を担う「アワ船」が、移住地においてど
のように受け入れられたのか、その反対に出
身地との関係はどう維持されていたのか、そ
の変遷から次のように分類した。 
〔移住地〕 
１）移住地住民との散居別住期〔玉之浦集住
以前〕：明治中期から大正初期 
燃料、水、食糧等の補給を行い、一時的に

上陸して仮住まいをしたり、水産物の水揚げ
をしたりしたが、定住者とはなりえず、短期
間に根拠地を変えていった。また、移住先の
住民と混住するのではなく、既存のムラから
離れた場所に集住するケースがあった。 
２）移住地住民との混住期〔玉之浦集住時〕
：大正期から昭和初期 
「アワ船」が玉之浦に集住し、もともとの

住民と混住を始めたのは大正元年頃である。
玉之浦は、東シナ海の漁場にもっとも近い五
島列島西端に位置する場所であり、漁業に有
利だった。大正9年頃を境に、「アワ船」の多
くが母船式延縄漁業から二艘曳き底曳き網漁
業へと転換していった時期も、この玉之浦を
根拠地としていた。二艘曳き底曳き網という
出雲船団の新漁法が、九州北部においては数
年で普及し、定着した。出漁漁民間における
漁撈技術の伝播であった。ただ、こうした技
術が五島列島など移住地で導入されるケース
は稀であった。上五島や長崎等においては、
地元漁業者や問屋に系譜をもつ者による底曳
き網漁業が行われる例もあったが、3章で確認
したとおり、他の、より小規模な漁業技術が
地元で選択され、伝播し、定着していった。 
 一方で、「アワ船」は大正期の玉之浦の石
造物から確認したとおり、大きな資金源をも
ち、多くの阿波から来た船員をかかえ、地元
への資金提供をし、神社の鳥居や常夜灯の建
立など、地域コミュニティの中心的、象徴的
施設の整備にもかかわり、西方寺には招魂碑
が残される。当時の玉之浦のコミュニティに
おいて、少なからず影響力を保持していたと
いえる。 
３）組織的漁業経営と企業化〔都市住民とし
ての集住〕：昭和初期から平成初期 
海産物の出荷に有利な都市部へと、昭和初

期から戦後直後にかけて移っていく。玉之浦
からの移出に際し、玉之浦側は引き留めにか
かり、長崎、福岡など移出地側は招致を行っ
た。「アワ船」としての集住から、個々の水
産会社として、親族経営の形態を維持した会
社組織へと改変されていく。 
地縁者、血縁者を船員として雇い入れてい

たが、高度経済成長期には出身地における就
職先のトレンドの変化とともに、こうした船
主、船員構造の連続性が崩れた。都市部にお
いては、新しく入った都市住民として集住し
た。長崎市では、阿波踊りの連を結成するな
ど、阿波出身者によるコミュニティも形成さ
れていた。 
〔出身地〕 
１）船員の供給と引退後の場 
当初の出漁者は大規模化し、その漁船に乗

り組む船員の主要な供給地の一つとして出身
地の若者が移動するという船主、船員構造の
世代を超えた連続性が戦後直後までは維持さ
れていた。 
２）資金源 
出身地の社寺、自治体等に対して、船主か

らの多額の寄付金が寄せてくれる経済的な拠
り所であった。 
以上が本研究における結論部分にあたる。

ただ、本研究からさらに研究展開の可能性が
みえてきた。とくに、都市部へと定着してい
くにあたり、移住者の都市におけるコミュニ
ティの形成や移住していった経緯についての
詳細な調査研究が必要である。また、船員と
していったんは移住した人でも、船員として
の職を辞した後に帰郷した人は多いが、その
要因や構造についての分析も必要である。本
研究の成果から、次の研究展開を見据えるこ
とが可能になった。 
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